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。



衆
議
院
議
員
大
熊
利
昭
君
提
出
私
立
大
学
等
へ
の
補
助
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
及
び
二
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
分
別
会
計
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

科
学
研
究
費
補
助
金
の
間
接
経
費
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
。
以
下
「
補
助
金
適
正
化
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
文
部
科
学
大
臣
が
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
附
す
条
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付

の
決
定
の
際
の
補
助
条
件
及
び
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
交
付
要
綱
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日
文
部
大
臣
裁
定
）

に
よ
り
定
め
て
お
り
、
補
助
金
適
正
化
法
の
規
定
と
併
せ
て
、
そ
の
交
付
の
目
的
に
従
っ
て
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
関
し
て
の
御
指
摘
の
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
お
い
て
事
業
の
実
績
報
告
書
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
残
額
が
生
じ
た

場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
補
助
金
適
正
化
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
文

部
科
学
大
臣
は
、
補
助
事
業
者
に
交
付
す
べ
き
補
助
金
の
額
を
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
額
を
超
え
る
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
返
還
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一



一
の
（
四
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
競
争
的
資
金
の
間
接
経
費
の
執
行
に
係
る
共
通
指
針
」
に
よ
り
、
研
究
機
関
の
長
は
、

科
学
研
究
費
補
助
金
を
含
め
交
付
を
受
け
た
競
争
的
資
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
間
接
経
費
の
使
用
実
績
を
翌
年
度
の
六
月

三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
省
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
省
に
お
い
て
、
当
該
使
用
実
績
が
同
指
針
の
趣
旨
に
従

っ
た
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
て
い
る
。

三
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

学
校
法
人
等
に
対
す
る
施
設
整
備
等
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
適
正
化
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科

学
大
臣
が
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
附
す
条
件
と
し
て
、
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
（
私
立
学
校

教
育
研
究
装
置
等
施
設
整
備
費
（
私
立
大
学
・
大
学
院
等
教
育
研
究
装
置
施
設
整
備
費
）
）
交
付
要
綱
（
昭
和
五
十
八
年
七

月
一
日
文
部
大
臣
裁
定
）
第
九
条
等
に
よ
り
、
国
の
契
約
及
び
支
払
に
関
す
る
規
定
の
趣
旨
に
従
い
、
公
正
か
つ
最
小
の
費

用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
得
る
よ
う
に
経
費
の
効
率
的
使
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
御
指
摘
の
「
建
設
工
事
等
に
係
る
補
助
事
業
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
」
及
び
「
別
紙
」
は
、
学
校
法
人
が
こ
れ

を
適
切
に
履
行
す
る
た
め
の
参
考
例
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

二



三
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
開
発
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
学
校
法
人
等
に

よ
る
施
設
整
備
等
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
等
は
、
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
等
の
申
請
に
当
た
り
、
当

該
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
業
者
の
選
定
理
由
等
に
関
す
る
資
料
を
添
付
し
て
、
当
該
事
業
に
係
る
計
画
調
書
を
文
部

科
学
省
に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
省
に
お
い
て
、
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
経
費
が
、
国
の
契

約
及
び
支
払
に
関
す
る
規
定
の
趣
旨
に
従
っ
た
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
て
い
る
。

四
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
私
立
大
学
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十
五
年
度

予
算
に
お
い
て
、
私
立
の
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
者
に
交
付
さ
れ
る
又
は
交
付
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
「
政
府
開
発
援
助
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
費
補
助
金
」
が
八
億
十
三
万
六
千
円
、
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
費

補
助
金
」
が
八
十
八
億
六
千
百
八
十
万
六
千
円
、
「
研
究
拠
点
形
成
費
等
補
助
金
」
が
三
百
九
億
五
千
五
百
四
万
円
、
「
大

学
改
革
推
進
等
補
助
金
」
が
百
十
七
億
四
千
七
百
四
十
五
万
八
千
円
、
「
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
金
」
が
十

八
億
八
百
九
十
八
万
四
千
円
、
「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
」
が
三
千
二
百
三
十
七
億
三
千
二
百
二
十
五
万
円
、
「
私
立

三



学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
」
が
六
十
三
億
三
千
七
百
四
十
一
万
五
千
円
、
「
私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
金
」

が
十
九
億
六
千
八
百
四
十
万
千
円
、
「
私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化
設
備
整
備
費
補
助
金
」
が
四
十
五
億
円
、
「
科
学
技

術
人
材
育
成
費
補
助
金
」
が
八
十
一
億
九
千
六
百
八
十
一
万
六
千
円
、
「
若
手
研
究
者
戦
略
的
海
外
派
遣
事
業
費
補
助
金
」

が
十
五
億
二
千
百
九
十
七
万
三
千
円
、
「
先
導
的
創
造
科
学
技
術
開
発
費
補
助
金
」
が
四
十
四
億
千
万
円
、
「
地
域
産
学
官

連
携
科
学
技
術
振
興
事
業
費
補
助
金
」
が
百
六
十
三
億
九
千
八
十
二
万
七
千
円
、
「
研
究
支
援
体
制
整
備
事
業
費
補
助
金
」

が
十
億
千
四
百
五
万
円
、
「
最
先
端
研
究
開
発
戦
略
的
強
化
費
補
助
金
」
が
二
億
円
、
「
研
究
大
学
強
化
促
進
費
補
助
金
」

が
六
十
四
億
円
、
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
形
成
事
業
費
補
助
金
」
が
二
億
四
千
五
百
五
十
八
万
円
、
「
研
究
開
発
施

設
共
用
等
促
進
費
補
助
金
」
が
八
十
七
億
六
千
二
百
三
十
四
万
九
千
円
、
「
次
世
代
医
療
研
究
開
発
拠
点
形
成
事
業
費
補
助

金
」
が
四
十
二
億
千
六
百
六
十
八
万
五
千
円
、
「
環
境
技
術
等
研
究
開
発
推
進
事
業
費
補
助
金
」
が
十
六
億
八
千
八
百
五
十

九
万
二
千
円
、
「
原
子
力
人
材
育
成
等
推
進
事
業
費
補
助
金
」
が
三
億
三
千
八
百
七
十
五
万
四
千
円
、
「
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
」
が
四
億
円
で
あ
り
、
研
究
者
に
交
付
さ
れ
た
後
に
研
究
機
関
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
「
科

学
研
究
費
補
助
金
」
の
間
接
経
費
が
二
百
七
十
五
億
八
百
万
円
、
「
学
術
研
究
助
成
基
金
補
助
金
」
の
間
接
経
費
が
二
百
三

十
四
億
八
千
九
百
万
円
で
あ
る
。

四



四
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
四
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
お
示
し
し
た
補
助
金
の
う
ち
、
施
設
整
備
費
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
「
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
」
が
六
十
三
億
三
千
七
百
四
十
一
万
五
千
円
並
び
に
研
究
機
関
の
長
の
判
断
に
よ
り

施
設
関
連
の
整
備
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
「
科
学
研
究
費
補
助
金
」
の
間
接
経
費
が
最
大
で
二
百
七
十
五
億
八
百
万
円
及

び
「
学
術
研
究
助
成
基
金
補
助
金
」
の
間
接
経
費
が
最
大
で
二
百
三
十
四
億
八
千
九
百
万
円
で
あ
る
。

五
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
会
計
検
査
院
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
及
び
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
に
お
い
て
、
関
係
す
る
学
校
法
人
等
に
対
す
る
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
正
な
事
務
の
実
施
を
促
し
て
い

る
。

五
の
（
二
）
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
取
組
は
、
御
指
摘
の
「
研
究
費
」
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
経
理
に
係
る
事
案
が
依
然
と
し
て
生
じ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
そ
の
不
正
使
用
を
防
止
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
御
指
摘
の
「
施
設
整
備
費
等
」
に

つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
研
究
費
」
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
取

五



組
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
三
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て
で
お
示
し
し
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
私
立
大
学
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
の
職
員
で
あ
っ
て
退

職
後
私
立
の
大
学
又
は
そ
れ
を
設
置
す
る
学
校
法
人
（
以
下
「
私
立
大
学
等
」
と
い
う
。
）
へ
再
就
職
し
た
者
の
数
に
つ
い

て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
家
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
等
に
係
る
関
係
書
類
に
よ
っ
て

確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
合
計
三
十
四
名
で
あ
る
。
ま
た
、
私
立
大
学
等
に
現
役
出
向
し
て
い
る
同
省
の
職
員
は
、
平
成
二

十
五
年
二
月
二
十
五
日
現
在
で
二
名
で
あ
る
。

六


